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行政コスト計算書

財務書類で見る市の財政状況（平成27年度決算）
　市では、市民の皆さんに、市の財務情報を分かりやすく提供するため、地方の資産・債務改革の一環として、総務省から示された「新地方公会計制度」
に基づき、資産や負債の状況を含む企業会計の考え方を取り入れた平成２７年度決算の財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書）を単体ベース（市の会計）と関係団体を含めた連結ベースで作成しました。また、財務書類は市ホームページでも公開しています。
担当� 財政課　☎０４６(２５２)８４０４　5０４６(２５５)３５５０

※表中の金額は、四捨五入しているため合計が一
致しない場合があります。
※表中の△は、マイナスを表しています。

座間市土地開発公社　　（公財）座間市スポーツ・文化振興財団
高座清掃施設組合　　広域大和斎場組合　　神奈川県後期高齢者医療広域連合

　「貸借対照表」とは、年度末（平成28年 3 月31日）において、どのような資産を保有しているか、
その資産がどのような財源で賄われているかを表しています。

　「純資産変動計算書」とは、貸借対照表の
資産と負債の差額である純資産が 1 年間にど
のような財源や要因で増減しているかを表し
ています。これにより、住民の持分である純
資産がいくら増減したかが分かります。

　「行政コスト計算書」とは、 1 年間の行政活
動のうち、人件費や補助金の給付など資産形成
に結びつかない行政活動に要したコストと、そ
の行政活動の直接の対価として得られた財源の
収益を対比させたものです。総行政コストと経
常収益との差額の純行政コストは、市税や国・
県の補助金などの財源で補っています。

　 1 年間の行政活動に伴う現金などの資金
の流れを性質の異なる三つの区分に分けて
表しています。

一般会計　　国民健康保険事業特別会計
公共下水道事業特別会計　　介護保険事業特別会計
後期高齢者医療保険事業特別会計　　水道事業会計

財務書類の会計範囲

貸借対照表

純資産変動計算書

連結ベース

単体ベース

　　　　　　 　 　  単体　　　　　 連結
資　産� ２,８８０億円� ２,91３億円
現在保有する土地や建物の財産や現金など
（内訳）
○金融資産 109億円 119億円
　現金、預金、未収金、有価証券など

○非金融資産 2,771億円 2,794億円
　庁舎、学校、道路、公園など

　　　　　　 　  　 単体　　　　連結
前期末残高� ２,２４２億円� ２,２６9億円

当期変動額� ３２億円� ２9億円
（内訳）
○純行政コスト △511億円 △567億円

○財源の調達 623億円 677億円
　市税、国・県からの補助金など

○その他 △80億円 △82億円
　資産形成に充てられた財源など

当期末純資産残高�２,２７４億円� ２,２9８億円

　　　　　　　　 　     単体  　 　 連結
総行政コスト（A）� ５５８億円� ６８４億円
（内訳）
○人にかかるコスト 83億円 87億円
　職員の給料、議員の報酬、退職手当など

○物にかかるコスト 51億円 56億円
　消耗品費、維持補修費、減価償却費など

○移転支出的なコスト 376億円 478億円
　補助金、生活保護費など

○その他のコスト 47億円 63億円
　地方債の利子など

経常収益（B）　 46億円 117億円
使用料、手数料、受取利息などの収入

純行政コスト（A）−（B） 511億円 567億円
総行政コストから経常収益を差し引いた行政
コスト

　　　　　　 　  　  単体　　　 連結
期首資金残高� ２３億円� ３２億円

当期資金収支額� 1３億円� 11億円
（内訳）
○経常的収支 60億円 66億円
　人件費、税収入などの経常的な資金収支

○資本的収支 △30億円 △31億円
　資本形成活動に伴う資金収支

○財務的収支 △17億円 △25億円
　地方債などの管理に関する資金収支

期末資金残高� ３６億円� ４３億円

  　　　　　　    単体　　　　   連結
負　債� ６０６億円� ６1５億円
地方債や退職給付引当金など、将来の世
代が負担する債務

  　　　　 　　  単体　　　 　 連結
純資産� ２,２７４億円� ２,２9８億円
資産と負債の差額で、これまでの世代
が負担してきた部分

市民一人当たりの
貸借対照表（連結ベース）

　市民 1 人当たりで225万円の資産があり、
その資産を形成するための負債が47万円で、
177万円がこれまで負担してきた部分です。

負債
４７万円

資産
２２５万円 純資産 

1７７万円

資金収支計算書

　市では、資源物分別収集の他に、子供会、自治会などを中心とした各団体
の集団資源回収に対して 1 キログラム当たり 3 円の奨励金を交付してごみの
資源化を推奨しています。
　平成28年度の回収量は、合計で約901トン（前年度比約87トン減）です（右
表）。さらに、市が分別収集した資源物と合わせると、 1 年間で約8069トン
を資源化したことになります。今後も引き続きご協力をお願いします。 担当 資源対策課　☎046（252）7659　5046（252）7616

平成２８年度集団資源回収品目別回収量・奨励金一覧表
区　分 回収量（㎏） 奨励金（円）

新聞 489,830 1,469,490
雑誌 180,210 540,630
ダンボール 159,915 479,745
牛乳パック 2,377 7,131
ウエス 48,351 145,053
アルミ缶 18,460 55,380
金物スチール 2,212 6636
生

き

きびん 0 0
合　計 901,355 2,704,065

集団資源回収実績


